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論文の内容の要旨

　本論文は，周波数が25及び40kHzで動作する気体遅延線発振器を音響波プローブ（非接触温度センサ）

として用いることにより比較的小規模な空問の温度分布の可視化に関する研究について記述されている。

　従来，空気などの気体の温度は，熱電対や自金測温体などのように測定対象に対して接触する形で計測さ

れている。この場合，気体は熱容量が小さいため，それよりも熱容量が大きいセンサヘの熱移動に時聞がか

かり，リアルタイム計測に難点があった。更に，空問分解能を高めて温度分布計測するためには，膨大なセ

ンサ数と電線が必要とされ，それが温度場を乱す原因になったり計測対象空聞をセンサが占有することに

なっていた。超音波プローブは，送波器と受波器との聞を伝搬する超音波が伝搬軸に沿った音速分布を反映

する形で伝搬するため，平均音速，即ち平均温度をリアルタイムで計測することが可能である。しかも，測

定対象空間に対して非接触であるため，をセンサで占有することも温度場を乱すこともない。更に，本研究

では，送波器と受波器に遅延線発振器を構成しているため，装置の簡素化と高感度化を兼ね備えている。こ

のことは，測定対象空間が狭隆であればあるほど有効に機能し，コンパクトディスク程度の大きさの中にあ

る2箇所の僅かな温度差を可視化することに成功している。本論文の構成は次の通りである。

　第2章：音響波プローブによる空間温度計測とこれを遅延線発振器へ拡張した場合の温度計測に関する基

礎的事項が示されている。

　第3章：単一の遅延線発振器を温度計測に用いた場合の問題点と，それを回避するために出された複合遅

延線発振器による温度計測の原理が記述されている。単一プローブを電気的にスイッチングする方法，測定

基線長が異なるプローブを使用する方法，多周波プローブによる方法が示され，多周波プローブの利点が示

された。

　第4章：計算機トモグラフィ（CT）法を適用した，2次元温度分布の可視化について記述されている。こ

の場合，空聞分解能を優先した場合のCT，計測時問を短縮化した場合のσゼ，データ補聞を用いたCT結果

が示され，気体遅延線発振器を温度計測プローブとして用いることの有効性が明らかにされている。
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第5章：研究成果の概要などが示されている。

審査の結果の要旨

　本論文は，空間温度分布の可視化のために超音波遅延線発振器を温度計測プローブとして用いる方法を提

案し，複数の遅延線発振器の構成方法とCTによる複数の再構成法を示して，具体的で説得力がある形で本

研究の有効性を明らかにしている。本研究分野は，これまであまり研究がなされておらず，ここで得られた

研究成果は当該研究分野のみならず，幅広い分野（工業計測一般，熱工学，環境モニタリング，食晶工業な

ど）において有効であり，更に研究が発展していくであろうと考える。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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